
國學院大學学術情報リポジトリ「K-RAIN」

歌垣の伝統と現代への継承 :
プイ族の査白歌節を事例として

言語: Japanese

出版者: 國學院大學

公開日: 2024-12-17

キーワード: 査郎と白妹, 虎場, 赶査白, 舞台公演, 山歌

作成者: 曹, 咏梅, Cao, Yongmei

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002001298URL



歌垣の伝統と現代への継承─ 207 ─

一　

は
じ
め
に

　

歌
垣
は
古
代
日
本
で
は
『
万
葉
集
』
や
『
風
土
記
』
な
ど
に
確
認
で
き
、

東
国
か
ら
九
州
に
至
る
ま
で
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
中
国
で
は
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
に
歌
わ
れ
て
い
た
『
詩
経
』
の
国
風

歌
謡
に
、歌
垣
の
歌
と
思
わ
れ
る
男
女
の
歌
が
見
ら
れ
る
。こ
れ
ら
か
ら
、

男
女
が
集
ま
っ
て
歌
を
掛
け
合
う
こ
と
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
民
俗

行
事
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
つ
て
中
国
で
は
「
歌
会
」
や
「
歌
節
」

な
ど
と
い
わ
れ
、
西
北
や
西
南
地
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は

歌
垣
の
伝
統
と
現
代
へ
の
継
承

─
プ
イ
族
の
査
白
歌
節
を
事
例
と
し
て
─

曹
　
咏
梅

こ
の
よ
う
な
行
事
は
、
観
光
化
の
波
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
以
前
に
筆
者
が

貴
州
省
東
南
の
黎
平
県
岩
洞
村
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
た
時
に
、
貴
陽
か
ら
黎
平
へ
向
か
う
途
中
に
凱
里
近
く
で
香
炉

山
が
よ
く
見
え
て
い
た
。
形
が
香
炉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
香
炉
山
と
呼

ば
れ
る
。
か
つ
て
香
炉
山
で
は
「
爬パ
ー
ポ
ー
ジ
エ

坡
節
」（
山
登
り
の
祭
）
と
い
わ
れ

る
歌
会
が
数
万
人
規
模
で
行
わ
れ
、
鈴
木
正
崇
氏
・
金
丸
良
子
氏
や
土
橋

寛
氏
が
一
九
八
三
年
に
実
際
現
地
で
見
た
も
の
を
書
き
残
し
て
い
る（
１
）。
筆

者
が
岩
洞
村
で
ト
ン
族
の
民
俗
文
化
を
調
査
し
て
い
た
時
期
に
は
、
香
炉

山
の
爬
坡
節
は
す
で
に
廃
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
当

時
國
學
院
大
學
教
授
辰
巳
正
明
氏
と
一
緒
に
岩
洞
村
を
訪
れ
よ
う
と
し
て
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い
た
時
に
、
香
炉
山
の
爬
坡
節
が
復
活
し
た
こ
と
を
耳
に
し
た
の
で
、
現

地
通
訳
担
当
の
熊
幇
東
氏
（
苗
族
）
に
爬
坡
節
の
情
報
の
入
手
を
お
願
い

し
た
。
熊
氏
に
よ
る
と
、
香
炉
山
の
爬
坡
節
は
復
活
し
た
が
、
男
女
の
対

歌
（
歌
掛
け
）
は
も
う
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
代
わ
り
に
貴
州
西
南

地
域
の
プ
イ
（
布
依
）
族
の
「
査
白
歌
節
」
の
情
報
を
入
手
し
、
こ
の
歌

節
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
査
白
歌
節
の
調

査
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。

　

プ
イ
族
は
中
国
五
十
五
の
少
数
民
族
の
一
つ
で
あ
り
、
古
代
の
越
人
、

「
駱
越
」
の
一
支
で
あ
る（
２
）。
一
九
五
三
年
に
プ
イ
族
と
名
付
け
ら
れ
て
い

る
。
人
口
は
二
〇
一
〇
年
第
六
次
全
国
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
約

二
八
七
万
人
で
あ
り
、
主
に
貴
州
省
の
黔
南
プ
イ
族
苗
族
自
治
州
、
黔
西

南
プ
イ
族
苗
族
自
治
州
、
安
順
地
区
、
貴
陽
市
、
六
盤
水
市
な
ど
の
地
域

に
居
住
し
、
ほ
か
に
四
川
、
雲
南
な
ど
に
も
一
部
居
住
し
て
い
る（
３
）。

プ
イ

族
は
自
民
族
の
言
語
を
持
つ
が
、
他
の
民
族
の
よ
う
に
文
字
を
持
っ
て
い

な
い
。
一
九
五
六
年
に
中
国
政
府
が
ラ
テ
ン
文
字
を
用
い
た
プ
イ
文
字
を

作
っ
て
推
し
進
め
て
い
る
。
プ
イ
族
の
査
白
歌
節
は
貴
州
省
西
南
地
域
、

興
義
市
頂
効
鎮
査
白
村
で
行
わ
れ
る
伝
統
的
な
民
俗
行
事
で
あ
り
、
民
間

で
は
「
赶
査
白
」（
査
白
場
に
出
か
け
る
）
と
い
わ
れ
た
が
、
一
九
八
二

年
に
興
義
県
政
府
（
当
時
は
県
）
が
「
査
白
歌
節
」
と
命
名
し
、
今
日
で

は
こ
の
名
称
が
定
着
し
て
い
る（
４
）。

査
白
歌
節
は
二
〇
〇
六
年
に
国
家
級
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る（

５
）。

　

こ
う
し
た
歌
会
で
は
歌
の
掛
け
合
い
や
踊
り
が
最
も
重
要
な
内
容
で
あ

り
、
そ
れ
に
加
え
て
参
加
者
が
持
参
し
た
飲
食
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
代
の
歌
会
で
は
歌
舞
や
飲
食
以
外
に
も
色
々

な
要
素
を
含
め
て
い
る
。
ま
た
現
代
社
会
で
は
多
く
の
民
俗
行
事
が
観
光

に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
で
も
伝
統
的
な
民
俗
行
事
が
地
域
経

済
の
た
め
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
四
～
五
日
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
査
白
歌
節

を
事
例
と
し
て
、
歌
垣
の
現
代
的
形
態
と
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

二　

査
白
歌
節
の
由
来

　

プ
イ
族
の
査
白
歌
節
は
毎
年
旧
暦
六
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日
に
貴
州

省
興
義
市
頂
効
鎮
査
白
村
の
虎
場
（
虎
場
壩
と
も
い
う
が
、
今
は
査
白
場

と
い
う
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
興
義
市
は
貴
州
省
の
西
南
に
位
置
し
、
西

は
雲
南
省
、
南
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
隣
接
し
て
い
る
。
貴
州
省
の

省
都
貴
陽
か
ら
雲
南
、広
西
に
い
た
る
ま
で
必
ず
通
る
場
所
で
あ
る
た
め
、

三
省
交
通
の
要
衝
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
査
白
歌
節
は
貴
州
省

の
人
だ
け
で
は
な
く
、
雲
南
や
広
西
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
り
、
ま
た
プ
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イ
族
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ワ
ン
族
、
苗
族
、
イ
族
、
漢
族
な
ど
の
民
族
が

参
加
し
て
い
る
。
査
白
村
は
興
義
市
か
ら
約
二
十
五
キ
ロ
ぐ
ら
い
離
れ
て

い
る
。
査
白
村
は
海
抜
が
一
二
九
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
村
の
前
後
は
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
査
白
村
は
漢
族
と
プ
イ
族
が
雑
居
し
、
人
口
は
約

三
九
〇
〇
人
で
、
人
口
の
六
割
が
プ
イ
族
で
あ
る（
６
）。
査
白
歌
節
が
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
か
は
文
献
記
録
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
に

つ
い
て
現
地
で
は
あ
る
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
布
依
族
文

学
史
』
に
収
録
さ
れ
た
「
査
白
場
」
を
以
下
に
引
用
す
る
。

昔
興
義
の
虎
場
一
帯
に
は
森
が
広
が
り
、
虎
と
狼
が
群
れ
を
な
し
て

生
き
て
い
た
。
あ
る
日
、
プ
イ
族
の
白
妹
と
い
う
娘
が
山
に
柴
刈
り

に
出
か
け
た
時
に
虎
に
遇
っ
て
し
ま
っ
た
。
虎
が
彼
女
に
飛
び
か
か

ろ
う
と
し
た
危
機
一
髪
の
時
に
、査
郎
が
矢
を
発
射
し
て
虎
を
殺
し
、

彼
女
を
救
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
二
人
は
知
り
合
い
、
そ
の
後

歌
場
で
も
何
回
か
会
う
う
ち
に
恋
人
に
な
っ
た
。
査
郎
と
白
妹
の
愛

は
純
粋
で
誠
で
あ
る
が
、
土
地
の
悪
辣
な
権
力
者
李
山
官
は
二
人
を

引
き
離
そ
う
と
し
た
。
李
山
官
は
ず
っ
と
前
か
ら
白
妹
の
美
貌
に
惚

れ
て
、
彼
女
を
自
分
の
妾
に
し
よ
う
と
し
た
。
白
妹
は
李
山
官
を
固

く
断
り
、
先
に
査
郎
と
婚
礼
を
挙
げ
た
。
李
山
官
は
こ
れ
を
知
り
、

手
下
を
連
れ
て
白
妹
を
奪
い
、
査
郎
を
縄
で
縛
っ
た
。
知
勇
を
兼
ね

備
え
た
査
郎
は
隙
を
見
て
逃
げ
帰
り
、
村
人
と
一
緒
に
調
虎
離
山
の

計
を
立
て
て
白
妹
を
救
い
出
し
た
。
だ
が
、
不
幸
な
こ
と
に
、
査
郎

は
ま
た
捕
ま
え
ら
れ
、
李
山
官
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
白
妹
は
査

郎
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
ひ
ど
く
悲
し
み
、
査
郎
の
遺
骨
を

親
に
託
し
て
、
そ
れ
か
ら
李
山
官
の
屋
敷
に
火
を
放
ち
、
自
分
も
そ

の
火
の
海
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
査
郎
と
白
妹
の
忠
実
な
愛
情
は

蓬
莱
仙
島
の
碧
雲
歌
仙
を
感
動
さ
せ
た
。
歌
仙
が
祥
雲
に
乗
っ
て
仙

人
坂
に
至
り
、
火
の
海
を
指
さ
す
と
、
一
対
の
白
鶴
が
火
の
海
か
ら

飛
び
立
ち
、
雲
の
中
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
人
々
は
こ
の

夫
婦
を
記
念
す
る
た
め
に
、
虎
場
を
査
白
場
と
名
付
け
、
白
妹
が
殉

死
し
た
六
月
二
十
一
日
を
一
年
に
一
度
の
歌
節
と
決
め
た（
７
）。

　

こ
の
歌
節
に
関
わ
る
現
地
の
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
も
伝
説
の

内
容
は
凡
そ
同
じ
で
、
査
郎
と
白
妹
を
記
念
す
る
行
事
だ
と
い
う
。
プ
イ

族
は
文
字
が
な
い
た
め
、
こ
の
由
来
は
口
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
二
十
世
紀
八
十
年
代
以
前
ま
で
は
中
国
の
学
界
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
く
、
八
十
年
代
初
め
に
羅
光
漢
、
羅
汛
河
、
黄
世
賢
、
黄
正
書
ら

が
整
理
し
た
「
査
白
歌
節
の
来
歴
」
が
雑
誌
『
南
風
』
に
発
表
さ
れ
て
以

来
、
民
俗
学
界
か
ら
も
注
目
を
集
め
、
多
く
の
新
聞
や
書
籍
も
こ
の
故
事

伝
説
を
収
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
８
）。「

査
白
歌
節
の
来
歴
」
は
長
編
の
民

間
故
事
伝
説
で
、
散
文
の
記
述
と
と
も
に
査
郎
と
白
妹
が
掛
け
合
う
歌
も

挿
入
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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た
だ
、
査
白
の
故
事
は
一
つ
で
は
な
く
、
査
白
が
一
人
の
女
性
を
指
す
伝

説
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
叙
事
長
歌
「
査
白
」
で
は
査
白
は
女
性
の
名
前
で

あ
り
、
祭
司
の
経
書
に
見
ら
れ
る
神
霊
で
あ
る
。
査
白
は
プ
イ
族
の
女
性

英
雄
査
白
と
し
て
登
場
し
、
夫
に
な
る
阿
厄
と
愛
の
自
由
の
た
め
に
封
建

社
会
の
旧
勢
力
と
勇
敢
に
戦
っ
て
つ
い
に
結
ば
れ
た
。
さ
ら
に
二
人
は
村

人
を
率
い
て
五
匹
の
虎
を
退
治
し
神
と
な
っ
た
と
い
う
故
事
も
伝
え
ら
れ

て
い
る（
９
）。

　

呉
興
明
氏
は
摩
公
（
プ
イ
族
祭
司
、
布
摩
〔
プ
モ
〕）
の
経
書
に
記
録

さ
れ
て
い
る
査
白
に
関
す
る
伝
説
を
二
つ
紹
介
し
て
い
る
。
興
義
市
巴
結

鎮
打
幇
村
の
摩
公
余
廷
年
の
手
写
本
経
書
に
は
一
人
神
で
あ
る
査
白
の
話

が
記
録
さ
れ
、
そ
の
話
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

昔
々
プ
イ
族
の
祖
先
は
火
が
な
か
っ
た
の
で
生
の
も
の
を
食
べ
て
過

ご
し
、
猛
獣
に
も
常
に
襲
わ
れ
て
、
人
々
は
死
ん
だ
り
逃
げ
た
り
し

て
、
最
後
に
残
っ
た
人
た
ち
で
今
日
の
査
白
村
に
逃
げ
て
き
た
。
村

に
は
査
白
と
い
う
若
者
が
い
て
、
野
獣
と
戦
う
た
め
に
は
火
種
が
必

須
だ
と
考
え
、
幾
つ
も
の
山
河
を
歩
き
回
り
つ
い
に
あ
る
洞
窟
で
火

種
を
見
つ
け
た
が
、
火
種
は
悪
竜
に
見
守
ら
れ
て
い
た
。
査
白
は
計

略
を
立
て
、
牛
角
で
ラ
ッ
パ
を
作
り
龍
吟
の
音
を
吹
き
、
悪
竜
を
誘

き
出
し
た
。
火
種
を
取
り
、
道
端
に
あ
る
茅
草
で
火
種
を
保
管
す
る

道
具
を
作
っ
た
。
そ
の
後
も
猛
獣
が
ま
だ
い
た
た
め
、
弓
を
設
置
し

た
機
械
措
置
や
落
と
し
穴
を
発
明
し
、
村
の
周
囲
に
設
置
し
た
。
そ

れ
以
後
人
々
は
猛
獣
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
普
通
に
暮
ら
し
始

め
た
。
査
白
が
死
ん
で
か
ら
、
天
帝
は
人
々
の
た
め
に
大
き
く
貢
献

し
た
彼
を
こ
の
地
域
の
神
に
任
命
し
た
と
い
う（

（1
（

。

　

こ
の
故
事
に
対
し
て
冊
亨
県
坡
妹
鎮
那
浪
村
の
摩
公
韋
仕
桓
の
経
書
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
悪
魔
で
あ
る
査
白
の
話
で
あ
る
。
査
白
は
上
古
時

代
に
生
ま
れ
た
悪
魔
で
あ
り
、
全
盛
期
に
は
世
間
の
多
く
の
邪
神
を
駆
使

し
て
い
た
。
つ
い
に
天
神
が
査
白
の
悪
行
を
見
か
ね
て
助
け
る
こ
と
を
決

め
、
三
日
三
晩
戦
っ
て
や
っ
と
征
服
し
た
が
、
彼
を
完
全
に
消
滅
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
赶
査
白
」の
こ
の
日
は
勝
利
を
祝
う
た
め
で
あ
り
、

査
白
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
（
呉

興
明
氏
「
前
掲
論
文
」）。

　

叙
事
長
歌
「
査
白
」
で
は
査
白
が
経
書
に
見
ら
れ
る
神
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
査
白
と
阿
厄
の
愛
情
物
語
を
語
り
な
が
ら
、
村

人
の
た
め
に
戦
っ
て
犠
牲
と
な
っ
た
英
雄
物
語
を
も
描
い
て
い
る
。
査
白

は
恋
愛
神
で
あ
り
な
が
ら
英
雄
神
で
も
あ
る
。
こ
の
叙
事
長
歌
も
査
白
歌

節
の
由
来
と
し
て
の
基
本
的
要
素
を
整
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
韻
文
の
形

で
一
部
の
人
の
み
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
摩
公
余
廷

年
の
経
書
に
あ
る
査
白
の
話
は
、
査
白
村
に
到
っ
た
祖
先
の
話
で
あ
り
、

査
白
は
人
々
の
た
め
に
戦
っ
た
英
雄
神
、
祖
先
神
な
の
で
あ
る
。
伝
統
的
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な
祭
祀
の
時
に
摩
公
が
査
白
神
を
招
き
、
次
に
三
国
時
代
の
孟
獲
を
招
く

と
い
う
こ
と
か
ら
、
摩
公
は
神
が
生
き
て
い
た
時
代
を
三
国
時
代
以
前
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
呉
興
明
氏
「
前
掲
論
文
」）。
悪
神
の
査
白
の

話
も
摩
公
の
経
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
悪
神
を
追
い
払
う
儀
式

か
何
ら
か
の
祭
祀
活
動
と
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
善
神
や
悪

神
と
し
て
の
査
白
は
摩
公
の
経
書
の
み
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
現
地

で
は
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
民
間
で
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
は

査
郎
と
白
妹
の
愛
情
物
語
で
、
現
地
の
人
も
こ
の
二
人
を
記
念
す
る
た
め

に
歌
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
少
数
民
族
の
歌
垣
（
歌
会
）

の
起
源
伝
説
に
は
結
ば
れ
な
か
っ
た
男
女
が
愛
の
た
め
に
殉
死
し
た
物
語

が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
査
郎
と
白
妹
の
物
語
も
歌
垣
の
起
源
伝
説
で
よ

く
見
ら
れ
る
話
型
で
、
民
間
で
は
査
郎
と
白
妹
の
愛
情
物
語
が
一
般
に
受

け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
査
白
」
が
査
郎
と
白
妹
の
男
女
の
神
、
ま
た
一
人

神
と
し
て
恋
愛
神
、
英
雄
神
、
祖
先
神
、
悪
神
の
姿
で
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
も
、
査
白
歌
節
が
神
の
祭
祀
活
動
と
結
び
つ
い
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
、「
人
々
が
神
と
古
代
英
雄
人
物
を
祭
祀
す
る
時
に
歌
掛
け
な
ど

の
文
化
娯
楽
活
動
も
展
開
さ
れ
、
次
第
に
査
白
歌
節
が
形
成
さ
れ
た（

（1
（

」
と

考
え
ら
れ
る
。「
査
白
」
と
い
う
地
名
は
清
代
の
『
興
義
府
志
』
地
理
志

巻
九
「
屯
寨
」
に
「
黄
坪
営
屯
寨
凡
一
百
十
有
五
」
に
「
査
白
」
が
確
認

で
き
る（

（1
（

。
査
白
村
に
は
査
氏
一
族
の
祖
先
査
朝
奉
の
墓
が
あ
り
、
年
代
は

「
乾
隆
五
十
五
年
歳
次
庚
戌
季
秋
月
望
四
日
谷
旦
」
と
、
一
七
九
〇
年
九

月
十
九
日
に
建
て
ら
れ
、
墓
碑
に
「
生
基
建
造
虎
場
旁
…
」
と
あ
る（

（1
（

。
こ

こ
か
ら
「
虎
場
」
と
い
う
地
名
が
乾
隆
時
代
に
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
呉
興
明
氏
は
虎
場
壩
の
近
く
に
は
早
く
も
元
代
か
ら
古
代

駅
道
が
整
備
さ
れ
、こ
の
駅
道
に
よ
っ
て
四
方
八
方
か
ら
物
品
が
集
ま
り
、

商
品
の
貿
易
が
発
展
し
、
定
期
的
に
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う（
（1
（

。『
興
義
府
志
』
地
理
志
巻
十
「
場
市
」
に
は
「
鼠
場
」、「
竜
場
」、「
馬

場
」
な
ど
と
多
く
の
市
が
記
さ
れ
、
た
と
え
ば
「
竜
場
」
は
「
按
竜
場
逢

辰
日
為
場
期
」
と
あ
り
、
辰
の
日
に
開
か
れ
る
市
の
こ
と
を
い
う
（
前
掲

書
『
興
義
府
志
』）。『
興
義
府
志
』
に
「
虎
場
」
と
い
う
市
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
本
来
は
寅
の
日
に
開
か
れ
る
市
の
こ
と
を
指
し
、
市
の
名
が

次
第
に
地
名
と
し
て
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
民
間
で
は
「
赶
場
」
は
市

場
に
出
か
け
る
こ
と
を
い
う
。
査
白
歌
節
は
民
間
で
は
「
赶
査
白
」
と
い

わ
れ
、
そ
れ
は
査
白
場
に
出
か
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
定
期
的
に
行
わ
れ

る
市
に
出
か
け
る
こ
と
か
ら
歌
掛
け
に
行
く
こ
と
へ
と
変
化
し
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
査
白
歌
節
は
神
の
祭
祀
活
動
や
定
期
的
に
市
が
開

か
れ
た
「
虎
場
」
の
地
理
的
要
素
な
ど
が
結
合
し
、
次
第
に
形
成
さ
れ
、

ま
た
市
と
強
く
結
び
つ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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三　

査
白
歌
節
の
内
容

　

査
白
歌
節
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
行
っ
た
現
地
調

査
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
八
月
三
日
に
私
は
辰
巳
教
授
と
共
に
貴
陽
に

到
り
、
翌
朝
現
地
の
ガ
イ
ド
熊
幇
東
氏
の
車
で
貴
陽
の
ホ
テ
ル
か
ら
出
発

し
、査
白
村
へ
と
向
か
っ
た
。貴
陽
か
ら
査
白
村
ま
で
は
数
時
間
か
か
り
、

午
後
に
査
白
村
に
到
着
し
た
。
村
に
入
る
道
路
は
広
く
な
く
、
村
に
近
づ

く
と
車
一
台
し
か
通
れ
な
い
道
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
車
両
制
限
が
な

か
っ
た
た
め
、
車
で
村
の
中
へ
入
っ
た
。
村
の
中
心
に
査
白
場
（
虎
場
）

と
い
わ
れ
る
広
場
が
あ
り
、
広
場
の
片
隅
に
舞
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

舞
台
で
は
翌
日
の
公
演
に
向
け
て
楽
器
の
演
奏
や
踊
り
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

し
て
い
た
。
舞
台
か
ら
離
れ
た
所
に
は
人
々
が
休
憩
す
る
涼
亭
が
あ
り
、

翌
日
こ
こ
で
山
歌
を
掛
け
合
う
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。
現
地
の
人
に
聞
き

取
り
調
査
を
し
た
後
、
夕
方
村
か
ら
出
る
時
に
、
査
白
村
で
大
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
た
。
翌
日
出
店
す
る
人
た
ち
が
物
資
を
運
ん
で
い
た
た
め
に
、

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
日
歌
節
が
開
催
さ
れ
る
日
に
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
た
。
現
地
の

人
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
は
必
ず
雨
が
降
る
と
い
う
。
査
郎
と
白
妹
が

歌
節
に
参
加
す
る
た
め
に
雲
に
乗
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
雲
が
雨
に
な
っ

た
と
い
う
。
こ
の
日
は
査
白
村
に
入
る
道
路
は
車
両
規
制
を
し
た
た
め
、

指
定
さ
れ
た
場
所
に
駐
車
し
、
そ
こ
か
ら
査
白
村
ま
で
三
キ
ロ
程
度
の
距

離
を
歩
い
た
。
他
所
か
ら
来
た
人
も
み
な
査
白
村
に
入
る
所
か
ら
歩
い
て

向
か
っ
て
い
た
。
今
は
以
前
と
違
っ
て
、
遠
方
の
人
は
み
な
車
で
来
る
と

い
う
。
村
の
会
場
に
向
か
う
途
中
、
道
路
の
両
側
に
は
売
店
が
並
び
、
麺

類
、
串
焼
き
、
ピ
ン
ク
色
に
染
め
た
卵
、
五
色
糯
米
ご
飯
、
お
菓
子
、
玩

具
な
ど
色
々
な
も
の
が
売
ら
れ
て
い
た
。
村
に
近
づ
く
と
「
狗
肉
」
と
書

い
た
看
板
が
目
立
ち
、
犬
肉
を
売
る
店
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
市

が
立
つ
の
は
、
歌
節
が
開
か
れ
る
か
ら
市
が
立
つ
場
合
と
、
市
が
立
つ
か

ら
歌
節
が
開
か
れ
る
場
合
と
が
あ
り
、
こ
こ
の
通
り
の
市
は
前
者
に
よ
り

立
っ
た
市
で
あ
る
。
査
白
場
に
着
い
て
ま
も
な
く
舞
台
上
に
は
当
日
の
司

会
者
が
登
場
し
挨
拶
が
あ
り
、
公
演
が
始
ま
っ
た
。
舞
台
で
は
ダ
ン
ス
や

歌
な
ど
色
々
な
演
目
が
上
演
さ
れ
、
大
音
量
の
音
楽
が
流
さ
れ
て
い
た
。

観
衆
は
舞
台
の
前
に
立
っ
て
見
て
い
た
。

　

現
在
の
査
白
歌
節
の
主
な
内
容
は
、
査
白
墳
（
査
白
の
墳
墓
）
の
前
で

の
祭
祀
、
犬
肉
を
食
べ
る
、
査
白
井
の
水
を
飲
む
、
男
女
が
歌
を
掛
け
合

う
こ
と
で
あ
る
。
村
に
は
査
郎
と
白
妹
が
合
葬
さ
れ
た
査
白
墳
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
墓
が
あ
り
、
朝
そ
の
墓
の
前
で
祭
祀
を
行
う
。
私
た
ち
が
査
白

村
に
到
っ
た
時
に
、
祭
祀
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
祭
祀

は
プ
モ
（
布
摩
）
と
寨
老
が
司
り
、
他
所
の
者
は
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
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な
い
。参
加
が
可
能
な
の
は
査
姓
の
子
孫
と
査
白
村
の
村
民
の
み
で
あ
る
。

供
え
物
を
奉
っ
て
お
礼
が
終
わ
る
と
、
最
後
に
プ
モ
（
布
摩
）
が
査
郎
と

白
妹
の
伝
説
歌
謡
を
唱
え
る
と
い
う（

（1
（

。

　

犬
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
、
現
地
の
人
の
話
に
よ
れ
ば
伝
説
と
関
係
が
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
査
郎
が
虎
を
殺
し
て
白
妹
を
救
っ
た
話
が

す
ぐ
に
周
囲
に
広
が
り
、
そ
の
話
を
聞
い
た
村
民
た
ち
が
虎
場
に
集
ま
っ

て
き
た
の
で
、
査
郎
は
虎
肉
の
鍋
を
作
っ
て
も
て
な
し
た
が
、
虎
肉
が
足

り
な
く
な
っ
て
犬
肉
や
牛
肉
を
加
え
て
作
っ
た
。
人
々
は
こ
の
肉
の
ス
ー

プ
を
飲
ん
で
か
ら
体
の
病
が
治
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
日
に
必

ず
犬
肉
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
現
地
で
は
犬
肉
を
食
べ
る
と

体
が
丈
夫
に
な
り
、病
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
廟
へ
の
供
犠
を
「
献
」
と
い
う
が
、『
説
文
』
に
よ
れ
ば
「
宗
廟

犬
名
羹
献
。
犬
肥
者
以
献
之
」
と
あ
る（

（1
（

。
肥
え
た
犬
は
羹
の
肉
と
し
て
宗

廟
に
献
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
犬
肉
を
食
べ
る
こ
と
も
祭
祀
と
関
わ

る
可
能
性
が
高
く
、こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

査
白
井
は
査
白
場
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
。
井
戸
は
立
派
な
建
物

に
囲
ま
れ
、
壁
一
面
の
下
に
井
戸
水
が
流
れ
る
水
道
管
を
つ
け
、
そ
こ
か

ら
井
戸
水
が
流
出
し
て
い
た
。
そ
の
建
物
の
中
に
は
査
郎
と
白
妹
の
塑
像

が
立
て
て
あ
る
。
現
地
の
人
は
こ
の
井
戸
水
を
聖
水
と
み
な
し
、
病
や
災

い
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
聖
水
を
飲
む
こ
と
も

伝
説
と
関
わ
り
、
現
地
の
人
の
話
に
よ
れ
ば
査
郎
が
虎
肉
の
鍋
を
作
る
時

に
こ
の
井
戸
の
水
を
使
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

　

歌
節
で
最
も
重
要
な
内
容
は
歌
の
掛
け
合
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

は
舞
台
公
演
が
主
に
な
り
、
観
光
化
の
波
も
こ
の
よ
う
な
所
に
現
れ
て
い

た
。
観
衆
は
多
く
い
た
も
の
の
歌
を
掛
け
合
う
人
た
ち
に
す
ぐ
に
は
出
会

え
な
か
っ
た
。
歌
節
で
の
歌
掛
け
は
、
本
来
は
参
加
者
の
中
か
ら
自
然
発

生
的
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
待
つ
し
か
な
い
。
舞
台

公
演
が
始
ま
っ
て
か
ら
人
々
が
座
っ
て
い
る
涼
亭
へ
行
き
、
そ
こ
に
集
っ

て
い
る
プ
イ
族
の
民
族
衣
装
を
着
た
五
人
の
女
性
た
ち
に
声
を
掛
け
て
み

た
。「
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
歌
は
歌
え
る
か
」
と
い
う
問
い
に
、
傍
に
い

た
二
十
代
の
若
い
男
性
が
彼
ら
は
み
な
貞
豊
県
か
ら
来
て
い
て
、
自
分
は

五
人
連
れ
の
女
子
の
中
の
息
子
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
男
性
に
歌
を
歌

え
る
か
を
聞
く
と
、
自
分
は
歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
く
歌
え
な
い
が
、
自

分
の
母
は
村
で
は
有
名
な
歌
手
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
歌
を
歌
う
こ
と

を
頼
ん
だ
ら
山
歌
（
民
間
歌
謡
）
を
歌
っ
て
く
れ
た
。
た
だ
、
彼
女
た
ち

の
歌
う
歌
は
現
地
の
方
言
で
歌
わ
れ
、
標
準
中
国
語
と
は
か
け
離
れ
て
、

筆
者
も
よ
く
聞
き
取
れ
な
い
。
息
子
が
こ
の
山
歌
を
聞
い
て
「
私
た
ち
は

遠
く
か
ら
来
て
、
今
日
縁
が
あ
っ
て
こ
こ
で
山
歌
を
歌
う
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
挨
拶
の
歌
で
あ
る
。
続
い
て
、
プ
イ

族
の
歌
を
プ
イ
語
で
歌
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
ら
、
困
っ
た
表
情
を
し
て
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す
ぐ
に
歌
い
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
プ
イ
語
は
話
せ

る
が
普
段
は
プ
イ
語
で
歌
を
歌
う
こ
と
は
な
く
、
歌
は
現
地
の
中
国
語
で

歌
っ
て
き
た
と
い
う
。お
そ
ら
く
、女
性
た
ち
は
相
談
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

暫
く
し
て
プ
イ
語
で
「
私
た
ち
男
女
は
出
会
い
、
気
に
入
っ
た
ら
、
静
か

な
所
へ
行
き
歌
い
続
け
ま
し
ょ
う
」と
い
う
内
容
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
。

こ
れ
は
プ
イ
語
で
の
山
歌
で
あ
る
と
い
う
。

　

プ
イ
族
の
中
年
女
性
た
ち
が
歌
い
始
め
た
こ
と
か
ら
、
周
り
に
多
く
の

人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
羅
方
洪
氏
ら
一
行
も
来
ら
れ
て
、
同
行
し

た
人
の
中
に
村
で
有
名
な
歌
手
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

晴
隆
県
か
ら
来
た
羅
方
洪
氏
は
当
時
未
婚
で
、
恋
人
を
見
つ
け
る
た
め
に

歌
節
に
来
た
と
い
う
。彼
は
小
さ
い
時
か
ら
村
の
歌
の
先
生
に
歌
を
習
い
、

今
は
自
分
で
歌
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
歌
の
ノ
ー
ト
が
数
冊
あ
る
と

い
う
。
羅
方
洪
氏
が
先
ほ
ど
の
プ
イ
族
の
女
性
た
ち
に
山
歌
を
歌
い
掛
け

た
と
こ
ろ
、
女
性
た
ち
は
誰
も
応
じ
ず
に
黙
し
て
い
た
。
女
性
た
ち
が
黙

し
て
い
た
理
由
は
、
羅
氏
の
歌
と
自
分
た
ち
の
歌
と
で
は
曲
調
が
違
う
と

い
う
。そ
れ
に
よ
り
歌
い
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。そ
の
時
、

人
だ
か
り
の
中
か
ら
四
十
代
と
思
わ
れ
る
二
人
の
女
性
が
出
て
き
て
、
羅

氏
の
歌
に
歌
い
返
せ
る
と
い
い
、
す
ぐ
に
歌
い
出
し
た
。
そ
の
後
途
中
か

ら
も
う
一
人
の
女
性
が
加
わ
り
、
羅
方
洪
氏
と
三
人
の
中
年
女
性
と
の
掛

け
合
い
が
始
ま
っ
た
。
女
性
た
ち
は
盤
県
か
ら
来
て
、
羅
氏
と
は
初
め
て

出
会
い
、
お
互
い
に
知
ら
な
い
人
同
士
で
あ
る
。
羅
方
洪
氏
が
こ
の
時
に

歌
い
出
し
た
歌
は
挨
拶
の
歌
で
あ
り
、
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

唱
着
山
歌
把
妹
逗　
　

山
歌
を
歌
い
妹
を
か
ら
か
う
、

問
妹
抬
頭
不
抬
頭　
　

妹
に
聞
く
、
頭
を
上
げ
る
か
上
げ
な
い
か
、

有
情
有
意
抬
頭
看　
　

気
が
あ
れ
ば
頭
を
あ
げ
て
見
て
く
だ
さ
い
、

無
情
無
意
把
頭
鈎　
　

気
が
な
け
れ
ば
頭
を
下
に
向
い
て
く
だ
さ
い
。

　

羅
方
洪
氏
に
よ
れ
ば
、
歌
を
掛
け
合
う
時
の
歌
は
山
歌
と
い
い
、
山
歌

は
「
山
歌
調
」
と
い
う
曲
調
で
現
地
の
中
国
語
で
歌
う
と
い
う
。
山
歌
は

七
言
の
四
句
か
ら
一
首
に
な
り
、
一
句
は
七
言
で
あ
る
が
、
一
句
目
は
必

ず
し
も
七
言
で
は
な
く
て
も
よ
く
、
三
言
の
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た

一
句
目
、二
句
目
、四
句
目
で
押
韻
す
る
と
い
う
。こ
の
歌
で
い
う
と「
逗
」、

「
頭
」、「
鈎
」
で
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
山
歌
は
「
開
排
歌
」（
挨
拶
の
歌
）

か
ら
始
ま
り
、
次
に
「
試
探
」（
相
手
の
心
を
探
る
）
の
段
階
の
歌
を
歌

う
が
、
こ
こ
で
は
相
手
を
か
ら
か
っ
た
り
、
冗
談
を
歌
っ
た
り
す
る
時
も

あ
る
と
い
う
。
次
に
「
賛
美
」（
相
手
を
褒
め
る
）
の
歌
を
歌
い
、
そ
こ

か
ら
感
情
が
発
展
す
れ
ば
「
相
愛
」（
互
い
に
愛
し
合
う
）
や
「
熱
恋
」（
熱

烈
に
愛
し
合
う
）の
歌
を
歌
い
、最
後
は「
分
離
」（
別
れ
る
）の
歌
を
歌
っ

て
別
れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
現
場
で
歌
を
掛
け
合
う
場
合
は
必
ず
し
も

こ
の
手
順
通
り
に
す
べ
て
歌
う
の
で
は
な
く
、
融
通
性
が
あ
り
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
、
最
終
的
に
は
歌
の
場
で
恋
人
関
係
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
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し
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
山
歌
は
一
連
の
恋
愛
の
手
順
を
踏
ん

で
歌
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
辰
巳
正
明
氏
の
い
う
「
歌
路
」（
歌

の
流
れ
）
に
沿
っ
て
歌
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
査
白
歌

節
で
歌
わ
れ
る
山
歌
の
手
順
に
つ
い
て
、『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』

で
は
「
初
識
」（
初
め
て
会
う
）、「
試
探
」（
相
手
の
心
を
探
る
）、「
賛
美
」

（
相
手
を
褒
め
る
）、「
熱
恋
」（
熱
烈
に
愛
し
合
う
）、「
決
心
」（
愛
を
誓

う
）、「
相
思
」（
互
い
に
家
に
帰
っ
た
状
況
を
想
像
し
、
相
手
を
恋
し
く

思
う
）、「
逃
婚
」（
駆
け
落
ち
を
す
る
）、「
分
別
」（
別
れ
る
）
と
説
明
し

て
い
る
。
プ
イ
族
の
婚
姻
は
二
十
世
紀
八
十
年
代
以
前
は
恋
愛
は
自
由
で

あ
る
が
、
結
婚
は
「
父
母
の
命
、
媒
酌
の
言
」
に
従
い
自
分
で
決
め
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
駆
け
落
ち
の
歌
は
、
結
婚
が
自
由
に
で
き
な
か
っ
た

時
代
背
景
の
下
で
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
査
白
歌
節
で
歌
わ
れ
る
曲

調
は
「
山
歌
調
」
の
ほ
か
に
「
妹
調
」、「
浪
哨
調
」、「
古
歌
調
」
が
あ
り
、

「
妹
調
」
は
山
歌
調
の
変
体
で
、
青
年
男
女
が
野
外
で
出
会
っ
て
か
ら
一

対
一
で
心
を
交
わ
す
歌
を
掛
け
合
う
時
に
使
わ
れ
る
曲
調
で
、
一
首
の
歌

は
大
体
四
～
八
句
か
ら
な
る
。「
浪
哨
調
」
は
恋
愛
を
す
る
時
に
プ
イ
語

で
歌
う
伝
統
的
な
曲
調
で
、
一
首
の
歌
は
四
句
か
ら
な
る
。「
古
歌
調
」

は
プ
イ
族
伝
統
の
最
も
古
い
曲
調
で
、
民
俗
活
動
の
中
で
広
く
使
わ
れ
、

歌
の
長
短
も
様
々
で
あ
る
と
い
う（
前
掲
書『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』）。

現
地
の
人
に
よ
れ
ば
、
査
白
歌
節
で
は
一
般
に
山
歌
を
歌
い
、
山
歌
の
曲

調
を
多
く
使
う
と
い
う
。
羅
方
洪
氏
の
歌
に
歌
い
返
せ
な
か
っ
た
貞
豊
県

か
ら
来
た
女
性
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
「
山
歌
調
」
以
外
の
曲
調
を
使
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
曲
調
を
異
に
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
歌
の
掛
け
合
い

は
不
可
能
で
あ
る
。

　

羅
方
洪
氏
と
三
人
の
女
性
と
の
掛
け
合
い
は
「
試
探
」
の
段
階
ま
で
展

開
し
、
恋
人
関
係
に
は
至
っ
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
羅
氏
に
よ
れ
ば
、
あ

る
「
テ
ー
マ
」
を
め
ぐ
っ
て
恋
歌
を
掛
け
合
う
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
た

と
え
ば
、「
竹
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
歌
が
展
開
す
る
と

い
う
。男

：
妹
家
門
口
有
竜
竹　
　

妹
の
家
の
門
前
に
は
竜
竹
が
あ
り
、

　
　
　
　

風
吹
竹
葉
両
面
緑　
　

風
が
吹
き
竹
葉
の
両
面
は
青
く
、

　
　
　
　

修
妹
不
得
一
家
走　
　

妹
と
家
族
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず

　
　
　
　

妹
説
想
哭
不
想
哭　
　

妹
よ
言
っ
て
く
だ
さ
い
、泣
き
た
く
な
い
か
。

女
：
竹
葉
青　
　
　
　
　
　

竹
葉
は
青
く
、

　
　
　
　

摘
片
竹
葉
来
遮
陰　
　

竹
葉
を
一
枚
摘
み
日
陰
を
作
り
、

　
　
　
　

扯
片
竹
葉
来
写
字　
　

竹
葉
を
一
枚
む
し
り
取
り
字
を
書
き
、

　
　
　
　

筆
筆
写
到
老
表
心　
　

一
画
一
画
兄
の
心
を
書
く（

（2
（

。

　

こ
う
し
て
「
竹
」
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
歌
い
継
が
れ
る
が
、
内
容
は

相
手
へ
恋
を
告
白
し
、
男
女
の
恋
愛
が
展
開
さ
れ
、
日
本
の
奄
美
歌
謡
に

見
ら
れ
る
歌
流
れ
と
相
通
じ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
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昼
食
後
に
査
白
場
へ
行
く
と
、
歌
声
が
ひ
と
き
わ
鳴
り
響
い
て
い
る
所

が
あ
っ
た
。五
十
代
の
女
性
と
四
十
代
の
男
性
が
歌
を
掛
け
合
っ
て
い
て
、

す
で
に
周
り
に
は
観
衆
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。
二
人
は
小
型
の
ス
ピ
ー

カ
ー
に
つ
い
た
マ
イ
ク
を
持
っ
て
現
地
中
国
語
で
山
歌
を
掛
け
合
っ
て
い

た
。
暫
く
や
り
と
り
を
し
た
後
、
男
性
が
少
し
考
え
て
か
ら
歌
い
返
す
場

面
が
何
回
か
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
女
性
の
歌
が
終
わ
る
と
、
男
性
は
行
き

詰
ま
っ
た
の
か
笑
い
な
が
ら
中
国
語
で
「
再
也
不
能
唱
了
（
も
う
こ
れ
以

上
歌
え
ま
せ
ん
）」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
女
性
の
隣
に
座
っ
て
歌
を
聞

い
て
い
た
年
配
の
男
性
が
突
然
歌
い
出
し
、
女
性
の
歌
に
答
え
、
そ
こ
か

ら
こ
の
二
人
の
掛
け
合
い
が
始
ま
っ
た
。
女
性
は
興
仁
県
か
ら
来
た
王
興

梅
氏
（
当
時
五
十
三
歳
）、
男
性
は
興
仁
県
か
ら
来
た
蒋
開
明
氏
（
当
時

七
十
歳
）
で
あ
る
。
二
人
は
お
互
い
見
知
ら
ぬ
人
同
士
で
、
こ
こ
で
初
め

て
出
会
っ
た
と
い
う
。
二
人
と
も
小
型
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
持
参
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
舞
台
音
楽
の
音
量
が
大
き
く
て
相
手
の
歌
声
が
よ
く
聞
き
取

れ
な
い
た
め
、小
型
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
持
参
し
た
の
だ
と
い
う
。二
人
は
、

歌
の
相
手
を
見
つ
け
て
山
歌
を
掛
け
合
っ
て
楽
し
む
た
め
に
こ
の
歌
節
に

来
た
と
い
う
。

　

舞
台
で
は
す
で
に
午
後
の
部
の
公
演
が
始
ま
っ
て
い
た
。
午
後
に
は
、

最
初
に
見
か
け
た
中
年
女
性
ら
と
ほ
か
の
男
性
グ
ル
ー
プ
が
向
か
い
合
っ

て
座
り
、
歌
を
掛
け
合
っ
て
い
た
。
ま
た
座
っ
て
い
る
女
性
五
名
の
前
に

【小型スピーカーを持参して山歌を掛け合う人たち】
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男
性
五
名
が
向
か
い
立
っ
て
歌
を
掛
け
合
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
い
た

が
、
歌
は
あ
ま
り
続
か
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
査
白
場
の
舞
台
で

色
々
な
演
目
が
上
演
さ
れ
る
中
、
そ
の
周
り
で
は
自
然
発
生
的
に
山
歌
を

掛
け
合
う
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
舞
台
の
公
演
と
は
別

に
、
そ
の
周
辺
に
か
つ
て
の
歌
掛
け
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

四　

査
白
歌
節
の
変
容
と
伝
承

　

査
白
歌
節
は
民
間
で
は
「
赶
査
白
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
名
称
も
「
査

白
歌
節
」
に
変
わ
り
、
内
容
も
時
代
と
と
も
に
変
容
し
て
き
た
。『
中
国

節
日
志
・
査
白
歌
節
』
で
は
一
九
五
〇
年
以
後
の
変
遷
に
つ
い
て
、
主
に

以
下
の
三
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

１
民
間
主
導
、
自
主
自
発
の
段
階
（
一
九
五
〇
～
一
九
七
二
年
）

２
制
限
、
抑
圧
さ
れ
る
段
階
（
二
十
世
紀
七
十
年
代
）

３�

政
府
参
与

─
政
府
主
導

─
政
府
組
織
＋
民
間
自
主
（
一
九
七
九

年
か
ら
今
に
至
る（

（2
（

）

　

一
九
五
〇
年
か
ら
二
十
世
紀
七
十
年
代
は
査
白
村
が
辺
鄙
な
地
に
位
置

し
て
い
た
た
め
、
政
治
運
動
の
影
響
は
少
な
く
、「
赶
査
白
」
の
日
が
近

づ
く
と
村
人
は
布
団
を
洗
濯
し
、
五
色
糯
米
ご
飯
、
犬
肉
や
羊
肉
な
ど
の

食
べ
物
を
用
意
し
客
を
迎
え
る
準
備
を
し
、当
日
に
は
査
白
場
の
近
く
や
、

付
近
の
野
山
、
田
ん
ぼ
の
畦
な
ど
か
ら
は
男
女
の
歌
掛
け
の
声
が
響
い
た

と
い
う
。
二
十
世
紀
七
十
年
代
は
極
「
左
」
思
想
の
影
響
で
「
赶
査
白
」

の
民
間
活
動
は
制
限
さ
れ
た
と
い
う
。
二
十
世
紀
の
七
十
年
代
末
か
ら
政

府
が
参
与
し
始
め
る
が
、
七
十
年
代
末
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
政
府
は
主

に
資
金
面
と
活
動
組
織
の
面
で
支
援
し
、
一
九
八
四
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま

で
は
政
府
が
主
催
者
に
な
っ
て
大
型
文
芸
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
は
無
形
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
こ
と
で
政
府
側
は
主
導

か
ら
引
導
に
変
わ
り
、
頂
効
開
発
区
と
査
白
村
委
員
会
が
共
同
主
催
で
行

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
前
掲
書
『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』）。
政

府
は
こ
の
伝
統
行
事
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
、
地
域
経
済
の
発
展
と

伝
統
行
事
の
保
護
と
伝
承
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
政
府
が
こ

の
行
事
に
参
与
、
主
導
し
て
か
ら
大
型
の
文
芸
活
動
に
変
わ
り
、
伝
統
行

事
の
形
態
が
全
国
一
律
の
傾
向
を
示
し
、
民
族
の
行
事
は
大
き
く
変
化
し

た
。
山
歌
の
掛
け
合
い
は
舞
台
で
上
演
す
る
演
目
と
な
り
、
人
々
は
舞
台

公
演
を
楽
し
む
と
同
時
に
、
聖
水
を
飲
み
、
犬
肉
を
食
べ
て
、
健
康
と
病

気
平
癒
を
祈
願
す
る
。
商
売
人
に
と
っ
て
は
商
売
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
プ
イ
族
の
民
俗
文
化
に
触
れ
て
楽
し
む
機
会
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
査
白
歌
節
は
現
代
社
会
の
需
要
に
符
合
す
る
現
代
的
複

合
型
の
祝
祭
日
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
地
の
人
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
交
通
が
不
便
の
た
め
近
隣
の
人
も
遠
方
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の
人
も
み
な
歩
い
て
査
白
村
ま
で
来
て
、
昼
は
歌
を
掛
け
合
い
、
夜
は
査

白
村
の
親
戚
や
友
人
の
家
に
泊
ま
っ
て
そ
こ
で
続
け
て
歌
を
掛
け
合
っ
た

と
い
う
。
査
白
村
に
親
戚
や
友
人
が
い
な
い
人
は
知
ら
な
い
村
人
の
家
に

泊
ま
っ
て
、「
赶
査
白
」
が
終
わ
る
ま
で
村
に
い
た
と
い
う
。
近
年
は
生

活
が
よ
く
な
り
、
遠
く
か
ら
来
る
人
は
殆
ど
車
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う（

（2
（

。
実
は
、
羅
方
洪
氏
ら
や
貞
豊
県
か
ら
き
た
プ
イ
族
の
女
性
た
ち
も

車
で
来
て
い
て
午
後
に
は
帰
る
と
い
う
。
か
つ
て
は
昼
だ
け
で
は
な
く
、

夜
は
村
人
の
家
が
歌
の
場
と
な
り
歌
の
掛
け
合
い
が
続
い
た
が
、
こ
の
光

景
は
今
で
は
も
う
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
日
歌
を

歌
っ
て
い
た
人
た
ち
は
、
中
年
か
老
年
で
、
若
い
人
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
羅
方
洪
氏
は
、
村
の
若
者
は
学
校
や
出
稼
ぎ
に
行
き
、
村
に
は

子
ど
も
や
老
人
し
か
い
な
く
、
歌
が
歌
え
る
人
が
あ
ま
り
い
な
い
の
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
プ
イ
族
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
民
族
も
抱
え
る
問
題
で
あ

る
。
黔
西
南
人
民
政
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
査
白
歌
節
」
を
紹
介
す

る
文
章
が
あ
り
、
そ
の
最
後
に
、

二
十
世
紀
九
十
年
代
中
期
以
後
、
社
会
経
済
の
発
展
や
民
族
文
化
の

交
流
と
融
合
に
伴
い
、
人
々
の
文
化
生
活
も
益
々
豊
富
に
な
り
、
審

美
意
識
も
絶
え
ず
変
化
し
、人
々
の
伝
統
観
念
も
絶
え
ず
変
化
し
た
。

査
白
村
及
び
周
辺
地
区
の
プ
イ
族
の
言
語
は
次
第
に
消
失
し
、
プ
イ

語
で
交
流
し
歌
え
る
人
は
多
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、
プ
イ
族
の
民
俗

も
衰
え
つ
つ
あ
る
。
そ
の
う
え
プ
イ
族
村
の
「
摩
公
」
が
歳
を
取
り

亡
く
な
り
、
祭
祀
活
動
も
益
々
少
な
く
な
り
、
査
白
歌
節
も
危
機
に

瀕
し
て
い
る（

（2
（

。

と
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
中
期
か
ら
中
国
で
は
出
稼
ぎ
ブ
ー
ム
が
起
き
て
、

多
く
の
若
者
が
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
プ
イ
族
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
少
数
民
族
の
歌
文
化
が
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
自
民
族
の
伝
統
文
化
を
保
護
し
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

査
白
歌
節
は
二
〇
〇
五
年
に
貴
州
省
第
一
次
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

二
〇
〇
六
年
に
は
国
家
級
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た（

（2
（

。
二
〇
一
九
年

十
一
月
に
は
「
国
家
級
無
形
文
化
遺
産
代
表
性
項
目
保
護
単
位
名
簿
」
が

公
布
さ
れ
、「
興
義
市
文
化
館
」
が
査
白
歌
節
の
保
護
単
位
に
認
定
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
十
月
に
は
保
護
単
位
の
査
定
に
合
格
し
て
い
る（

（2
（

。

　

政
府
が
参
与
、
主
導
し
て
か
ら
査
白
歌
節
は
政
府
に
保
護
さ
れ
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伝
承
の
危
機
は
免
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
六
年
以
降
は
査
白
村
の
川
辺
に
水
中
舞
台
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で

大
型
の
舞
台
公
演
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
二
〇
一
八
年
は
査
白
村

の
水
中
舞
台
で
「
二
〇
一
八
査
白
歌
節
プ
イ
山
歌
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

貴
州
省
内
外
の
二
十
五
組
の
歌
隊
が
大
会
に
参
加
し
、
歌
節
に
集
ま
っ
た

人
は
数
万
人
に
至
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
コ
ロ
ナ
が
流
行
っ
て
か
ら
、
二
〇
二
〇

年
に
義
竜
新
区
劇
場
で
初
め
て
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
の
形
で
開
催
さ
れ
て
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か
ら
、
二
〇
二
一
年
、
二
〇
二
二
年
も
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
の
形
で
開
催

さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
は
三
十
四
組
の
歌
隊
が
参
加
し
、
ア
ク
セ
ス
数
が

一
九
・
四
五
万
人
に
達
し
、
二
〇
二
一
年
は
四
十
数
組
の
歌
隊
が
参
加
し
、

観
客
が
十
四
万
人
に
達
し
た
と
い
う（

（2
（

。
二
〇
二
三
年
は
『
黔
西
南
日
報
』

に
よ
れ
ば
、
主
会
場
で
公
演
活
動
が
開
催
さ
れ
る
以
外
に
、
副
会
場
も
設

置
さ
れ
、
そ
こ
で
は
山
歌
争
奪
戦
、
ダ
ン
ス
大
会
、
無
形
文
化
の
展
示
、

民
間
技
芸
大
会
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
、「
グ
ル
ー
プ
で
来
る
観
光
客
以

外
に
も
、
今
年
の
査
白
歌
節
に
は
多
く
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
訪
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
ス
マ
ホ
で
こ
の
活
動
の
素
晴
ら
し
い
瞬
間
と
震

撼
す
る
場
面
を
記
録
し
、
動
画
撮
影
や
ラ
イ
ブ
配
信
の
形
で
多
く
の
人
々

に
こ
の
活
動
を
知
ら
し
め
、
黔
西
南
を
紹
介
し
宣
伝
す
る
役
割
を
果
た
し

た
」
と
あ
る（

（3
（

。
二
〇
二
四
年
は
『
黔
西
南
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
七
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
太
鼓
や
山
歌
対
唱
、
踊
り
な
ど
の
演
目
が
上
演

さ
れ
、
四
川
、
広
西
、
雲
南
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
、
七
、八
万
人

が
集
ま
っ
た
と
い
う（

（3
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
近
年
も
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
、
規
模
は
大
き
く
な

り
、
観
光
客
も
数
万
人
規
模
で
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
は
、
現
代
社
会
の
新

た
な
歌
節
の
形
態
で
あ
る
。
山
歌
は
大
会
の
形
式
や
舞
台
上
演
の
形
で
舞

台
化
さ
れ
て
い
る
が
、
査
白
歌
節
と
い
う
行
事
自
体
は
様
々
な
活
動
が
加

わ
り
、
ま
た
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体

に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
々
多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄

せ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

民
間
で
「
赶
査
白
」
と
い
わ
れ
て
き
た
歌
掛
け
の
行
事
は
、
本
来
は
村

落
の
祭
祀
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
行
事
で
あ
っ
た
が
、
政
府
の

参
与
と
と
も
に
「
査
白
歌
節
」
と
命
名
さ
れ
、
今
は
政
府
主
導
、
引
導
の

下
で
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
て
い
る
。
査
白
歌
節
は
現
地
の
伝
説
に
よ

れ
ば
、
査
郎
と
白
妹
を
記
念
す
る
た
め
に
行
う
祭
祀
行
事
で
あ
る
。
興
義

市
は
貴
州
、
雲
南
、
広
西
の
三
省
交
通
の
要
衝
と
い
わ
れ
、
貴
陽
か
ら
雲

南
、
広
西
に
至
る
ま
で
必
ず
通
過
す
る
地
点
で
あ
る
。
査
白
村
の
近
く
に

は
古
代
駅
道
が
整
備
さ
れ
、
古
代
駅
道
は
査
白
村
と
外
部
を
連
結
す
る
通

路
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
古
代
商
人
た
ち
が
必
ず
通
る
道
で
も
あ
る
。
査

白
村
に
は
自
然
と
貴
州
、
雲
南
、
広
西
の
物
品
が
集
ま
り
、
交
易
す
る
場

と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
虎
場
」
は
査
郎
と
白
妹
の

伝
説
に
も
伝
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
場
所
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は

本
来
寅
の
日
に
開
か
れ
る
市
の
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
査
白
村
の
地
理
的

要
素
か
ら
定
期
的
に
市
が
開
か
れ
、
こ
れ
が
男
女
の
神
を
祭
る
歌
掛
け
の
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行
事
と
結
び
つ
い
て
「
赶
査
白
」
が
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
民
間
で
「
赶
査
白
」
と
い
わ
れ
た
民
俗
行
事
が
古
く
か
ら
の

形
の
ま
ま
今
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
民
俗
行
事
も

時
代
と
と
も
に
創
造
と
発
展
を
経
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
現
代
の
査
白
歌

節
は
大
型
舞
台
公
演
や
山
歌
大
会
の
形
で
継
承
さ
れ
、
山
歌
の
対
唱
は
舞

台
で
上
演
さ
れ
る
演
目
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
査
白
歌
節
は
舞
台
芸

術
が
主
流
と
な
り
、
自
然
発
生
の
男
女
の
歌
掛
け
は
副
次
的
に
存
在
し
、

珍
し
い
光
景
に
な
っ
て
い
る
。
査
白
歌
節
に
関
連
す
る
記
事
を
み
る
と
、

二
〇
一
六
年
の
記
事
に
は
男
女
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
歌
掛
け
の
写
真
が
載

せ
ら
れ
、
二
〇
一
八
年
の
記
事
に
は
男
女
の
歌
掛
け
の
声
が
聞
こ
え
た
と

記
さ
れ（

（3
（

、
僅
か
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
現
代
社

会
の
査
白
歌
節
は
舞
台
公
演
の
鑑
賞
と
と
も
に
、
健
康
祈
願
や
商
売
、
文

化
交
流
を
す
る
日
で
あ
り
、
主
催
者
が
見
せ
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
プ
イ

族
の
文
化
に
触
れ
て
、
食
べ
て
楽
し
む
娯
楽
性
の
強
い
現
代
的
複
合
型
の

祝
祭
日
に
な
り
変
わ
っ
て
い
る
。
査
白
村
に
は
査
白
場
、
査
白
墳
、
査
白

井
以
外
に
も
査
白
橋
、
査
白
河
、
査
白
洞
な
ど
「
査
白
」
を
冠
し
た
場
所

が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
は
査
白
歌
節
と
と
も
に
創
り
出
さ
れ
、
今
後
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

現
代
社
会
の
査
白
歌
節
は
観
光
化
と
と
も
に
創
造
さ
れ
、
変
容
し
た
行

事
で
あ
る
が
、
現
代
的
要
素
を
多
く
表
し
て
い
る
の
は
不
可
避
な
現
象
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
民
俗
行
事
も
時
代
と
と
も
に
創
造
と
発
展
を
経
て
今

に
至
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
村
落
主
導
、
自
然
発
生
の
「
赶
査
白
」
を
復

元
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
地
元
政
府
の
主

導
の
下
で
歌
節
文
化
を
継
承
し
て
い
く
な
か
で
、
山
歌
の
伝
承
、
歌
手
の

育
成
、
プ
イ
語
の
普
及
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
る
と
思
う
。
余
未
人
氏
は

「
現
在
各
級
の
政
府
が
主
催
す
る
民
族
行
事
を
み
る
と
、「
現
代
的
」
要

素
が
伝
統
の
も
の
よ
り
多
い
。ま
た
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、

四
五
十
歳
以
下
の
多
く
の
人
は
こ
の
行
事
の
文
化
根
源
を
理
解
し
て
い
な

く
、た
だ
幾
ら
か
の
表
象
を
捉
え
る
だ
け
で
あ
る
。こ
の
ま
ま
で
行
け
ば
、

行
事
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
が
、
伝
統
文
化
は
年
々
失
わ
れ
て
い
く
」
と
述

べ
、
民
族
文
化
を
小
学
校
低
学
年
の
授
業
で
取
り
入
れ
て
教
育
し
、
小
学

校
中
高
学
年
に
は
プ
イ
族
の
歌
を
教
え
る
な
ど
色
々
提
言
し
て
い
る（

（3
（

。
民

族
文
化
を
学
校
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
の
も
有
効
的
だ
と
考
え
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
今
後
注
視
し
て
い
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
査
白
歌
節
は
地

元
政
府
の
主
導
、
引
導
に
よ
っ
て
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
が
、
伝
統
と
現
代
的
要
素
の
均
衡
に
お
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
現

代
社
会
に
合
わ
せ
た
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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注（
１
）	

鈴
木
正
崇
・
金
丸
良
子
『
西
南
中
国
の
少
数
民
族
─
貴
州
省
苗
族
民
俗
誌
─
』（
古

今
書
院
、
一
九
八
五
年
）、
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
を
ひ
ら
く
』（
大
阪
書
籍
、

一
九
八
六
年
）。

（
２
）	『
布
依
族
簡
史
』
編
写
組
『
布
依
族
簡
史
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。

（
３
）	『
布
依
族
文
学
史
』
編
写
組
『
布
依
族
文
学
史
』（
貴
州
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二

年
）、
人
口
は
国
家
統
計
局
（https://w

w
w

.stats.gov.cn/sj/pcsj/rkpc/6rp/
indexch.htm

、
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
４
）	

謝
彬
如
主
編
『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』（
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
５
）	

中
国
非
物
質
文
化
遺
産
網
・
中
国
非
物
質
文
化
遺
産
数
字
博
物
館
「
国
務
院
関
于

公
布
第
一
批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
名
録
的
通
知（
国
発〔
２
０
０
６
〕18
号
）」

（https://w
w

w
.ihchina.cn/art/detail/id/11546.htm

l

、
二
〇
二
四
年
八
月

十
六
日
閲
覧
）
よ
る
。

（
６
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。

（
７
）	『
布
依
族
文
学
史
』、
注
３
参
照
。

（
８
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。

（
９
）	

彭
建
兵
等
著
『
布
依
族
伝
統
節
日
文
化
調
査
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
二
一
年
）。

（
10
）	

呉
興
明
修
士
論
文「
布
依
族
地
方
性
民
俗
節
日
成
因

─
以〝
赶
査
白
〟為
例
」（
四

川
師
範
大
学
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
11
）	『
布
依
族
伝
統
節
日
文
化
調
査
研
究
』、
注
９
参
照
。

（
12
）	

清
・
張
瑛
修
、
雛
漢
勛
、
朱
逢
甲
纂
咸
豊
四
年
刻
本
『
興
義
府
志
』
七
十
四
巻
（
民

国
三
年
貴
陽
文
通
書
局
拠
刻
本
鉛
排
本
）。

（
13
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。

（
14
）	

呉
興
明
修
士
論
文
「
布
依
族
地
方
性
民
俗
節
日
成
因

─
以
〝
赶
査
白
〟
為
例
」、

注
10
参
照
。

（
15
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。

（
16
）	『
説
文
解
字
』（
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
画https://ctext.org/shuo-w

en-jie-zi/
zh?searchu=%E7%8D

%BB&page=2

、
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）。

（
17
）	

晴
隆
県
柴
馬
郷
毛
力
組
か
ら
来
た
羅
方
洪
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
山
歌
に
つ
い
て

沢
山
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
18
）	

辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
）、『
詩
の
起
原　

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
恋
愛
詩
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）。  　

（
19
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。
プ
イ
族
の
山
歌
に
つ
い
て
は
、
梶
丸

岳
氏
の
『
山
歌
の
民
族
誌

─
歌
で
詞
藻
を
交
わ
す
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
三
）
が
あ
る
。

（
20
）	

羅
方
洪
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
注
17
参
照
。

（
21
）	

辰
巳
正
明
『
万
葉
集
に
会
い
た
い
。』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
22
）	『
中
国
節
日
志
・
査
白
歌
節
』、
注
４
参
照
。

（
23
）	

興
仁
県
か
ら
来
た
蒋
開
明
氏
と
王
興
梅
氏
、
晴
隆
県
か
ら
来
た
羅
方
洪
氏
等
か
ら

話
を
聞
い
た
。

（
24
）	

黔
西
南
州
人
民
政
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
査
白
歌
節
」
に
よ
る
。（https://w

w
w

. 
qxn.gov.cn/zjjz/fw

zw
h/201501/t20150116_10650655.htm

l

、
二
〇
二
四

年
八
月
十
六
日
閲
覧
）

（
25
）	

二
〇
〇
五
年
は
貴
州
省
人
民
政
府
「
貴
州
省
首
批
省
級
非
物
質
文
化
遺
産
代
表
作

名
録
」（https://w

w
w

.guizhou.gov.cn/dcgz/rw
gz/fybhhcc/202203/

t20220314_72958022.htm
l

、
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

二
〇
〇
六
年
は
「
国
務
院
関
于
公
布
第
一
批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
名
録
的
通

知
（
国
発
〔
２
０
０
６
〕
18
号
）」、
注
５
参
照
。

（
26
）	
二
〇
一
九
年
十
一
月
「
文
化
和
旅
游
部
辦
公
庁
関
于
公
布
国
家
級
非
物
質
文
化
遺

産
代
表
性
項
目
保
護
単
位
名
単
的
通
知
」（https://zw

gk.m
ct.gov.cn/

zfxxgkm
l/fw

zw
hyc/202012/t20201206_916888.htm

l

、
二
〇
二
四
年
八
月

十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。
二
〇
二
三
年
十
月
三
十
一
日
「
文
化
和
旅
游
部
関
于
公

布
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
代
表
性
項
目
保
護
単
位
名
単
的
公
告
」（https://
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zw
gk.m

ct.gov.cn/zfxxgkm
l/fw

zw
hyc/202311/t20231101_949474.

htm
l

、
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
27
）	
貴
州
省
『
黔
西
南
日
報
』W

eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
中
国
黔
西
南
」

二
〇
一
六
年
七
月
二
十
六
日
の
記
事
「
黔
桂
滇
三
地
布
依
青
年
男
女
聚
集
査
白
歌

節
歓
歌
熱
舞
」（https://m

p.w
eixin.qq.com

/s/zgIm
470orkU

RdC2cX
m

 
A

W
W

Q

、
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
28
）	

貴
州
省
『
黔
西
南
日
報
』W

eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
中
国
黔
西
南
」

二
〇
一
八
年
八
月
三
日
の
記
事
「
以
歌
会
友
好
時
節　

相
約
査
白
対
山
歌
」

（https://m
p.w

eixin.qq.com
/s/F

bV
Q

_r9pK
vI1kkrR

3L_IoA

、

二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
29
）	

貴
州
省
『
黔
西
南
日
報
』W

eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
中
国
黔
西
南
」

二
〇
二
〇
年
八
月
十
二
日
の
記
事
「
非
遺
伝
承
看
直
播,

今
年
〝
査
白
歌
節
〟
圓
満

閉
幕
！
」（https://m

p.w
eixin.qq.com

/s/a19K
3PbH

jL6gO
N

aeE0J5Eg

）、

黔
西
南
広
播
電
台
の
二
〇
二
一
年
八
月
二
日
ニ
ュ
ー
ス
「
黔
西
南
新
聞
聯
播
」

（http://w
w

w
.qxndt.com

/folder74/folder76/folder100/2021-08-02/
dhSY

JO
bqlnuw

srK
i.htm

l

）、
貴
州
日
報
当
代
融
媒
体
集
団
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
天
眼
新
聞
」
二
〇
二
二
年
七
月
十
九
日
の
記
事
「
査
白
歌
節
不
赶
場　

非
遺
伝

承
雲
欣
賞
」（https://baijiahao.baidu.com

/s?id=1738764527555900715&
w

fr=spider&
for=pc

）
に
よ
る
（
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
閲
覧
）。

（
30
）	「
相
約
査
白 

共
享
民
俗
盛
宴
─2023

中
国
・
黔
西
南
布
依
査
白
歌
節
側
記
」『
黔

西
南
日
報
』
二
〇
二
三
年
八
月
十
日
、
第
二
面
。

（
31
）	「
義
竜
新
区
挙
辦2024

・
布
依
査
白
歌
節
喜
迎
八
方
賓
客
」『
黔
西
南
日
報
』

二
〇
二
四
年
七
月
二
十
九
日
、
第
六
面
。

（
32
）	「
中
国
黔
西
南
」
二
〇
一
六
年
七
月
二
十
六
日
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
日
の
記
事

に
よ
る
。
注
27
、
28
参
照
。

（
33
）	

余
未
人
「
査
白
歌
節
、
伝
統
与
現
代
的
交
匯
」『
当
代
貴
州
』
二
〇
一
〇
年
第

十
三
期
。


